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QCM/OM を利用したサンゴの受精卵・プラヌラと人工材料の界面解析 
 

○猿渡ちひろ，上田正人（関西大学 化学生命工学部） 
 
1.背景・目的 
 脊椎動物とサンゴにおいて，骨格を形成する物

質は異なるが，形成メカニズムは酷似している。

申請者らはこれまで，脊椎動物の骨とインプラント

の密着性に及ぼす化学組成，表面粗さ，官能基

の影響などを調査してきた。この知見やテクニック

をサンゴの骨格形成に関する研究に利用できな

いかと考えた。 
 そこで本研究では，サンゴの軟組織と人工材料

の界面で生じる現象を水晶発振子マイクロバラン

ス測定法（Quartz Crystal Microbalance；QCM），

ならびに光学顕微鏡（OM）を組み合わせたシス

テムにて，その場測定・観察することを目的とした。

なお，QCM は，基盤の共振周波数・共振抵抗変

化を連続的に測定することで，基盤表面に吸着し

た物質のナノグラムオーダーの質量変化や周囲

の粘弾性特性をその場測定する手法である。 
 
2. 実験方法 
 底部が開放された PEEK 製の容器と ITO 電極

の水晶振動子を利用することで，共振周波数・共

振抵抗測定（QCM922A）と OM によるその場観

察が可能な装置（図 1）を構築した。水晶振動子

には，RF スパッタリング法で，骨形成を促進する

酸化チタン（厚さ；約 15 nm）をコーティングした。

容器にショウガサンゴのプラヌラを入れ，QCM 測

定と OM 観察を行った。 
 

 
 

図 1 QCM/OM 同時測定・観察システム 
 
3. 結果・考察 
 水晶振動子の底部から OM で観察したプラヌラ

幼生の様子を図 2 に示す。プラヌラ幼生がウェル

型セル内を回転しながら遊泳した後，基盤へ密着

する様子や，密着後に拡張する様子を捉えること

ができた。 
  

 
図 2 ウェル底部から観察したプラヌラ幼生 

スケール； 2 mm 
 

 QCM では，表面に吸着した物質の質量の増

加・減少に伴い，共振周波数（F）は減少・増加す

る。一方，表面に接している液体の粘性（粘度）が

増加・減少すると共振抵抗（R）は増加・減少する。

通常，本手法は，タンパク質の吸着などナノグラ

ムオーダーの質量変化を捉えるために利用する

が，本研究では，プラヌラ幼生を対象とした。 
 基盤上にプラヌラ幼生を播種すると，F は周期

的な変動を示しながら，全体として減少した。一

方，R は全体として増加した。これらは表面吸着

物の質量増加，ならびに液体の粘性増加に対応

する。図 3 に示す F-R 図では，プロットが左上に

向かって変化し，単離された細胞が表面に密着

する際に観察される傾向と同等であることが確か

められた。本研究により，QCM は，ミリメートル

オーダーのサイズを有するサンゴの軟組織の基

盤密着挙動の解析にも利用できることが実験的

に示されたと考えている。 
 

 
 

図 3 QCM 測定から得られた F-R 図 


